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Ⅱ．２０２０年度活動概要報告

森と地域の調和を考える会P.8



期 出荷材 寄付材 ボランティア 薪材 計

第十七期 75.99 0.0 0.0 0.0 75.99

第十八期 75.72 6.28 0.0 0.0 82.00

通期合計

（第１～18期）

2,920.86 171.92 171.43 22.52 3,286.73

Ⅱ．２０２０年度活動概要報告

１．「木の駅プロジェクト美和」

１）出荷の状況

森と地域の調和を考える会

（単位：m3）

【実施期間】 第十七期：2020.6.13 ～2020.7.31 ／ 第十八期：2020.10.24～2021.3.31
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２）出荷量の推移

森と地域の調和を考える会

通期出荷累計：3,286.73 m3 軽トラ：6,573 台
※

※軽トラ１台あたり“0.5m3”で計算しています。

Ⅱ．２０２０年度活動概要報告

（単位：m3）
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期 モリ券 青モリ券 赤モリ券 発行枚数 金額換算

第 十七 期 223 枚 27 枚 28 枚 278 枚 278,000円

第 十八 期 236 枚 29 枚 29 枚 294 枚 294,000円

通期合計 10,038 枚 1,083枚 633 枚 11754 枚 11,782,500円

３）「モリ券」の発行・利用状況（経済効果）

＜ 流通額推移 ＞
＜ 利用状況 ＞

※第1期のみ青モリ券は1,500円で発券

Ⅱ．２０２０年度活動概要報告

森と地域の調和を考える会
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【成果】
・第十七期、第十八期共に従来から目標としていた200立米をクリアする
ことはできなかったが、年間150立米を超える木材を出荷頂けた。

・道の駅「みわ」と連携して、前期に製造した良質な薪の販売を行い、年
間で約68.7万円を売り上げることができた。毎年購入してくれる方もお
り「美和の薪」の知名度は着実に向上している。

・森林教室/環境教室はコロナを考慮し、出前授業を1回行った（美和小5
年生）。森の働きについて、子供達に興味を持ってもらうことができた。

・森林整備は着々と進んでおり、地域の経済効果につながっている。
・“地域の問題は地域で解決する”という地域自治の意識が広がり、地域の
方々の参加によって美和地域の絆も深まっている。

【課題とその取り組み】
・作業中の安全確保を第一優先事項とする。期初講習は毎回継続する。
・高齢化もあり、出荷者数並びに出荷量が減少している。森林整備は確実
進んでいるが、当プロジェクトの運用について協議していく。

・薪販売は好評を得ており、道の駅「みわ」の協力を得ながら継続的な販
売ができるように取り組む。

４）「木の駅プロジェクト美和」の成果と課題

森と地域の調和を考える会

Ⅱ．２０２０年度活動概要報告
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２．当会活動の様子（抜粋）①

森と地域の調和を考える会

Ⅱ．２０２０年度活動概要報告

岡山邸「養浩園」整備・橋掛け作業
（2020.04.19）

P.13

「美和の薪」販売会
（2020.12.19、2021.2.11）

「森林教室 美和小（出前授業）」
（2021.2.19）



２．当会活動の様子（抜粋）②

森と地域の調和を考える会

Ⅱ．２０２０年度活動概要報告

第18期 合同出荷会
（2021.02.27）
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案内看板設置「桧澤城」「高部向舘」
（2021.03.06）

「大森邸・養浩園」整備作業
（2021.4.24）



森と地域の調和を考える会

活動
2013
H25

2014
H26

2015
H27

2016
H28

2017
H29

2018
H30

2019
R01

2020
（R02）

延べ人数

イベント
参加者数

80 210 275 710 260 162 146 67 １,910名

ボランティ
ア参加者数

203 284 265 204 178 207 262 171 １,774名

【成果】
当期は新型コロナウィルスにより、後半のイベントを中止したこともあって参加者は前年
を下回ったが、実施すれば毎回定員を上回る参加希望者があり予想以上の成果につながっ
ている。これも、行政関係者や地域の皆様にボランティアとして協力頂いたおかげである。
これらの活動が、地域コミュニティの活性化にもつながっている。

Ⅱ．２０２０年度活動概要報告
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３．イベント及びボランティア参加人数



Ⅲ．２０２０年度活動計画と実績

森と地域の調和を考える会P.16



活 動 取り組み 目 標／実 績 評価

木の駅プロジェク
ト美和

第十七期：2020年6月13日
～ 7月31日

第十八期：2020年10月24日
～2021年3月31日

目標：２００ｍ3以上／期

実績：第十七期、第十八期
共に未達

森林教室 年３回 実施計画
近隣小・中学校への参加働きかけ
※森林教室と環境教育は関係しているため、
併せて実施する。

目標：３回
実績：1回 美和小5年生

参加者数：15名

※コロナ禍を考慮し、
1回のみ実施

環境教育

整備済み城郭整備
整備：2020年度中
地元有志を含めた作業の実施

継続整備
継続実施できた

街並み保存事業
岡山邸整備：2020年中
（「養浩園」整備など）

継続整備
継続実施できた

森と地域の調和を考える会

Ⅲ．２０２０年度活動計画と実績

達
成

達
成

未
達

１．当会の活動計画と実績①

P.17
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活 動 計画・取り組み 目 標／実 績 評価

薪販売事業
道の駅「北斗星」とのタイアップに
よる営業展開と新たな販売方法や
ルートを開拓（継続）

目標：薪材入手と製造
実績：薪材入手、製造

販売額 68.7万円

イベントの
実施

①中世の城郭ツアー 実績：2020年11月29日
ふるさと再発見ウォーキング

檜沢地内及び檜沢城跡

※コロナ禍を考慮し、
イベントを控えた

②歴史探索ツアー
「檜沢城・桧沢地区文化財巡り」

歴史文化工芸
伝承活用事業

地域の歴史及び歴史的価値遺産の発掘と活
用、鷲子和紙復活、昔の農具等の活用

継続検討中

地域活性化の
計画立案策定

当会のこれまでの活動を基に、これからの
地域活性化モデルについて検討、計画する。

継続検討中

森と地域の調和を考える会

Ⅲ．２０２０年度活動計画と実績

継
続

継
続

達
成
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１．当会の活動計画と実績②
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Ⅳ．２０２１年度活動計画

森と地域の調和を考える会P.19



活 動 取り組み 目 標

木の駅プロジェクト
美和

第十九期：2021年6月26日
～8月31日

第二十期：2021年10月9日
～2022年3月31日

継続実施を優先

森林教室・環境教育 年3回 実施予定
※新型コロナの状況を踏まえ開催を決定する

実施回数３回

中世の城郭整備
活用事業

新発見「（仮称）柏木城」調査研究
髙沢城 整備

調査研究・整備

整備済み城郭再整備計画 立案・実施

高部舘・向舘、河内城・向舘、小田野
城、檜沢城の維持作業

継続整備

森と地域の調和を考える会

Ⅳ．２０２１年度活動計画
１．当会の今後の取り組み ①
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活 動 取り組み 目 標

街並み保存事業
大森邸整備事業：4月24日（実施済み）
岡山邸「養浩園」整備：6月、11月予定

継続整備

薪製造・販売事業
薪製造：6月～8月
美和の薪販売会：12月頃予定

シーズン前に
薪販売イベント開催

イベントの実施 歴史探索ツアー「髙沢城」ほか
2022年2～3月頃

計画

地域活性化の計画立
案策定

当会のこれまでの活動を基に、これから
の地域活性化モデルについて検討、計画
する。

年度内予定

森と地域の調和を考える会

Ⅳ．２０２１年度活動計画
１．当会の今後の取り組み ②
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森と地域の調和を考える会

Ⅴ．「ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）」と当会
の活動

「持続可能な開発目標」とは、2015年9月の
国連サミットで採択された2016年から2030
年までの国際目標です。持続可能な世界を実現
するための17のゴール・169のターゲットか
ら構成され、地球上の誰一人として取り残さな
いことを誓っています。発展途上国のみならず、
先進国自身が取り組むユニバーサル（普遍的）
なものであり、日本としても積極的に取り組ん
でいます。私たちの活動もこの取り組みにつな
がっています。

＜当会の取り組みと関連する主なテーマ＞

（参考）「地方創生に向けた自治体ＳＤＧｓの推進について」
平成29年12月 内閣府地方創生推進事務局 作成
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森と地域の調和を考える会

観光資源となるような自然

史跡などの歴史が感じ
られる場所、建物

城 跡

豊富にある資源

歴史的価値のある品物

伝統的な仕事、行事

サイクリングや
ウォーキングに適
したルート 由緒ある

神社、仏閣

自然を生かした遊
びやスポーツがで
きる場所

Ⅵ．常陸大宮市の宝（資源）

P.23



森と地域の調和を考える会

Ⅶ．地域活性化を成功させるのは「人」
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当会の活動は、地域の皆様のご支援とご協力に支えられ、おかげ様で
構想から10周年を迎えることができました。改めて心より御礼申し上
げます。
私どもの活動は、美和地域の「宝」をつなぎ、この地域全体に活気と

明るさが広がることを目指した取り組みです。年を重ね、会のメンバー
の体力も少し落ちてきましたが、気持ちは変わらず、2020年度も地域
の皆様の協力を得て、様々な取組みを実施することができました。コロ
ナ禍のため一部イベントは中止となりましたが、我々の活動は屋外が主
であり、あまり影響を受けなかったことは幸いです。コロナに負けず、
これからも地域の皆様と共に活動してまいりたいと思います。
引き続き、当会活動へのご理解とご協力をお願い申し上げます。
尚、ご一緒に活動頂ける方を募集しております。是非、当会までご一

報ください。お待ちしております。

森と地域の調和を考える会
「木の駅プロジェクト美和」実行委員会 一同

森と地域の調和を考える会

Ⅷ．おわりに
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